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文
学
部
と
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
日
本
語

学
科
の
学
生
が
、
ク
ロ
ア
チ

ア
の
ユ
ラ
イ
・
ド
ブ
リ
ラ
大

学
プ
ー
ラ
（
プ
ー
ラ
大
学
）

で
日
本
語
・
日
本
文
化
を
学

ぶ
大
学
院
生
た
ち
と
、
共
同

研
究
を
実
施
し
た
。

　
プ
ー
ラ
大
学
人
文
学
部
ア

ジ
ア
研
究
科
の
授
業
に
、
日

本
語
学
科
の
学
生
が
合
流
す

る
形
で
行
わ
れ
、
日
本
語
学

科
か
ら
９
人
、
プ
ー
ラ
大
学

か
ら
８
人
の
学
生
が
参
加
。

５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
昨
年

11
月
か
ら
３
カ
月
に
わ
た
っ

て
研
究
活
動
を
行
っ
た
。

　
各
チ
ー
ム
が
選
ん
だ
研
究

テ
ー
マ
は
、「
日
本
語
の
語

源
」
「
日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト

ペ
と
そ
の
教
育
」「
江
戸
時

代
の
漂
流
民
と
露
日
辞
典
」

「
日
本
語
の
笑
い
を
表
す
表

現
」「
日
本
人
と
宗
教
」。９
０

０
０
㌔
以
上
も
離
れ
た
国
に

住
む
学
生
が
、
お
互
い
に
文

献
を
調
べ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
議

論
を
重
ね
た
。

　
２
月
６
日
に

オ

ン

ラ

イ

ン

で

最

終

発

表

会

が

行

わ

れ

た
。「
オ
ノ
マ

ト
ペ
」
チ
ー
ム

は
、
ク
ロ
ア
チ

ア
で
日
本
語
を

学
ぶ
大
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
日
本
語
母
語
話

者
に
比
べ
て
オ
ノ
マ
ト
ペ
が

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。「
笑
い

表
現
」
チ
ー
ム
は
、
日
本
語

で
は
「（
笑
）」「
ｗ
ｗ
ｗ
」
な

ど
の
表
現
を
場
面
や
相
手
に

よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
る
こ

と
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
で
は

「
Ｈ
ａ
ｈ
ａ
ｈ
ａ
」
や
絵
文

字
を
使
い
、
特
に
親
し
い
相

た
甲
斐
の
地
域
社
会
」

桃
﨑
　
祐
輔
氏

福
岡
大
学

人
文
学
部

教
授
、
博

士
（
歴
史

学
）、「
東
ア
ジ
ア
騎
馬
文
化

受
容
過
程
の
研
究
」

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉
就
職
活

動
は
佳
境
を
迎
え
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
選
考
を
う

ま
く
突
破
で
き
な
い
方
は
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
の
相

談
を
活
用
し
て
、
書
類
や
面

接
の
内
容
を
一
度
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
引
き
続
き
悪

質
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
就
活

塾
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

焦
り
や
不
安
が
あ
る
と
冷
静

な
判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
迷
っ
た
ら
、
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　〈
１
〜
３
年
次
生
へ
〉
３

年
次
生
対
象
の
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
・
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
を
４
月
19
日
（
火
）、21

日
（
木
）、23
日
（
土
）
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的

や
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
、
全
体
像
を
把
握
で
き

る
内
容
で
す
。
質
疑
応
答
も

あ
り
ま
す
の
で
、
疑
問
を
解

消
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
全

学
年
を
対
象
と
し
た
「
大
学

提
携
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
募
集
説
明
会
」
は
５
月
13

日（
金
）と
16
日（
月
）の
12
時

25
分
〜
12
時
55
分
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
に
誕
生
し

た
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
外
国

語
の
運
用
能
力
を
実
践
の
場

に
お
い
て
高
め
る
た
め
に
、

英
語
圏
、
ド
イ
ツ
語
圏
、
フ

ラ
ン
ス
語
圏
、
ス
ペ
イ
ン
語

圏
、
コ
リ
ア
語
圏
、
中
国
語

圏
に
お
け
る
半
期
の
海
外
研

修
留
学
の
実
現
に
向
け
準
備

を
進
め
て
き
た
。
22
年
度
は

渡
航
に
よ
る
留
学
と
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
留
学
を
合
わ
せ

て
、
３
年
次
生
１
５
２
人
が

10
の
国
や
地
域
で
学
ぶ
。

　
４
月
に
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学

（
カ
ナ
ダ
）へ
渡
航
し
た
59
人

の
出
発
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
３
月
16
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
上
原
正
博
教
授
は
海
外
で

の
マ
ナ
ー
や
帰
国
後
の
就

職
活
動
に
つ
い
て
説
明
。

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｃ
・
フ
リ

ッ
ク
マ
ン
准
教
授
は
学
び

を
充
実
さ
せ
る
コ
ツ
と
し

て
、
「O

b
s
e
r
v
e
,
 N
o
t
e
, 

R
e
s
e
a
r
c
h
,
 C
o
n
f
i
r
m
, 

Practice, Evaluate

」

と

い
う
六
つ
の
ス
テ
ッ
プ
の
重

要
性
を
説
い
た
。

　
海
外
研
修
留
学
は
２
年
次

前
期
に
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
１

年
遅
れ
て
の
実
施
と
な
っ

た
。
留
学
制
度
に
魅
力
を
感

じ
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
で
学
ん
で
い
る

山
口
美
月
さ
ん
は
、「
カ
ナ
ダ

で
は
現
地
の
人
と
の
交
流
を

積
極
的
に
楽
し
み
、
日
本
と

の
文
化
や
価
値
観
の
違
い
に

触
れ
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

た
。

哲
学
す
る
漱
石

天
と
私
の
あ
わ
い
を
生
き
る

長
谷
川
徹

著

　
本
書
は
、
明
治
期
に
お
け

る
最
先
端
の
「
思
想
家
」
夏

目
漱
石
が
い
か
に
し
て
思
想

し
た
の
か
、
漱
石
が
あ
ゆ
ん

だ
精
神
の
地
誌
を
な
ぞ
り
返

し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
漱

石
が
文
芸
を
通
じ
て
思
想
し

た
「
自
己
本
位
」
と
「
則
天

去
私
」
と
の
相
克
と
い
う
難

問
に
ね
ら
い
を
定
め
、
二
者

が
高
次
に
相
即
す
る
さ
ま
を

跡
づ
け
て
い
る
。

　「
近
代
自
己
」
の
エ
ゴ
イ

ズ
ム
の
籠
絡
か
ら
遁の

が

れ
る
こ

と
は
い
か
に
し
て
可
能
か
。

ま
た
、「
自
己
本
位
」
を
生
き

る
「
自
己
」
が
い
か
に
し
て

「
天
に
則
し
て
私
を
去
る
」

の
か
。
そ
う
し
た
視
角
に
立

ち
、「
則
天
去
私
」
と
は
何

で
あ
っ
た
の
か
、
逆
に
何
で

は
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
思

索
の
内
的
理
路
を
明
ら
か
に

し
、「
自
己
（
私
）」
と
「
天
」

と
の
あ
わ
い
を
哲
学
す
る
漱

石
の
苦
闘
を
追
う
こ
と
で
、

近
代
日
本
に
お
け
る
「
超

越
」
の
思
想
課
題
を
も
問
い

直
し
て
い
る
。（
春
秋
社
・

税
込
み
４
６
２
０
円
）

　
著
者
（
は
せ
が
わ
・
と
お

る
）

文
学
部
兼
任
講
師
。

日
本
倫
理
思
想
史
。

私
た
ち
は
学
習
し
て
い
る

行
動
と
環
境
の
統
一
的
理

解
に
向
け
て

澤
幸
祐

著

　
人
間
や
動
物
は
、
時
々

刻
々
と
変
化
す
る
環
境
に
あ

わ
せ
て
柔
軟
に
行
動
を
変
え

て
生
き
て
い
る
。
心
理
学
に

お
い
て
人
間
や
動
物
の
行
動

変
容
は
主
に
学
習
心
理
学
と

い
う
分
野
で
扱
わ
れ
て
お

り
、「
経
験
に
よ
っ
て
生
じ
る

行
動
の
比
較
的
永
続
的
な
変

化
」と
い
う
定
義
に
従
え
ば
、

学
習
研
究
の
射
程
は「
勉
強
」

に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
の
広
さ

を
持
つ
。

　
本
書
で
は
、
学
習
研
究
の

歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
つ

つ
、
連
合
学
習
理
論
に
基
づ

い
て
環
境
と
行
動
の
相
互
作

用
で
あ
る
学
習
と
い
う
現
象

を
統
一
的
に
見
通
す
視
点

を
、
初
学
者
向
け
に
解
説
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
人
工
知
能

研
究
華
や
か
な
現
代
に
あ
っ

て
「
泥
に
ま
み
れ
て
生
き
る

生
物
の
こ
こ
ろ
」
を
ど
う
捉

え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
学

習
研
究
の
視
点
か
ら
考
察
を

加
え
た
。
体
系
的
な
教
科
書

で
は
な
い
が
、
学
習
心
理
学

の
入
門
書
、
あ
る
い
は
副
読

本
と
し
て
ご
一
読
い
た
だ
き

た
い
。（
ち
と
せ
プ
レ
ス
・
税

込
み
２
７
５
０
円
）

　
著
者
（
さ
わ
・
こ
う
す
け
）

人
間
科
学
部
教
授
、
学
習

心
理
学
、
動
物
心
理
学
。

経
営
学
部
長
賞

　
経
営
学
部
の
２
０
２
１
年
度
学
部
長
特

別
賞
・
学
部
長
優
秀
賞
・
学
部
長
優
秀
賞

（
特
別
選
出
）
に
19
人
が
選
ば
れ
た
。
受

賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内

は
表
彰
時
の
学
年
）

★
特
別
賞
【
学
内
外
で
の
課
外
活
動
】
石

川
雄
也
（
４
）

★
優
秀
賞
【
公
認
会
計
士
試
験
合
格
】

今
本
大
翔
（
４
）【
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
優
秀
賞
】
白
石
亮

（
４
）、
中
村
碧
海
、
黒
澤
永
大
、
山
田

拓
海
、
青
山
菜
々
子
、
貞
冨
亜
流
公
、

竹
中
唯
未
、
長
澤
萌
々
佳
（
以
上
３
）

【
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
】
堀
川
翼
、
森

重
航
（
以
上
３
）、
野
々
村
太
陽
（
２
）、

菊
池
健
太
、
三
井
晃
太
、
谷
垣
優
斗
（
以

上
１
）【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
】
大
谷
謙
介

（
１
）【
レ
ス
リ
ン
グ
部
】
西
田
衛
人
（
１
）

★
優
秀
賞
（
特
別
選
出
）
【
神
奈
川
産
学

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
優
秀
賞
】

佐
々
木
優
衣
（
３
）
※
石
巻
専
修
大
学
経

営
学
部
か
ら
の
国
内
留
学
生

３
氏
に
学
位
授
与

　
３
月
28
日
、
専
修
大
学
か

ら
３
氏
に
博
士
の
学
位
が

授
与
さ
れ
た
。（
氏
名
に
続

き
、
現
職
、
学
位
の
種
類
、

学
位
請
求
論
文
名
）

小
黒
　
智
久
氏

富
山
市
民

俗
民
芸
村

管
理
セ
ン

タ
ー
村
長

代
理
、
博
士
（
歴
史
学
）、

「
コ
シ
の
地
域
社
会
と
古
墳

の
考
古
学
的
研
究
」

小
林
　
健
二
氏

山
梨
県
立

考
古
博
物

館
学
芸
課

長
、
博
士

（
歴
史
学
）、「
古
墳
か
ら
見

ア
ド
ニ
ス
99
号
刊
行

　
４
月
15
日
刊
行
の
校
友
会

誌『
ア
ド
ニ
ス
』
99
号
で
は
、

北
京
五
輪
特
集
と
し
て
男
子

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
森
重

航
選
手（
経
営
４
）、
土
屋
良

輔
選
手（
平
29
経
営
、メ
モ
リ

ー
ド
）と
、ス
キ
ー
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
・
馬
場
直
人
選
手

（
令
２
経
営
、
中
野
土
建
）
の

激
闘
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
。

　
ま
た
、
校
友
会
副
会
長
に

よ
る
校
友
会
の
活
動
を
紹
介

す
る
新
校
友
歓
迎
座
談
会
を

収
録
。「
わ
れ
ら
専
修
人
」
で

は
、
ス
ー
パ
ー
耐
久
シ
リ
ー

ズ
２
０
２
２
で
Ｍ
＆
Ｋ
ホ
ン

ダ
カ
ー
ズ
桶
川
Ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ

ｇ
の
レ
ー
ス
ク
イ
ー
ン
を
務

め
る
瀬
谷
ひ
か
る
さ
ん
（
平

28
ネ
ッ
ト
情
報
）
が
登
場
。

〈
不
動
産
建
設
黒
門
会
総
会
〉

▽
５
月
19
日
（
木
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
神
田
駅
徒
歩
５

分
「
ワ
イ
ム
貸
会
議
室
神

田
」
旴
大
木
寛
之
氏
☎
０
９

０
・
６
６
１
７
・
１
２
４
１

〈
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
支
部
総
会
〉

▽
５
月
28
日
（
土
）
14
時
〜

▽
東
京
メ
ト
ロ
神
保
町
駅
徒

歩
３
分「
喜
山
俱
楽
部
」旴
長

岡
宏
明
氏
☎
０
９
０
・
２
４

０
７
・
６
９
３
４

紹  介

校
友
新
社
長

今
川
国
明
氏
（
い
ま
が
わ
・

く
に
あ
き

昭
59
法
）
㈱
メ

デ
ィ
セ
オ
代
表
取
締
役
社
長

に
４
月
１
日
付
で
就
任
。
本

社

東
京
都
。
医
薬
品
・
医

療
機
器
の
卸
売
業
。

村
田
雄
郎
氏
（
む
ら
た
・
た

か
お

平
17
経
済
）
村
田
発

條
㈱
取
締
役
社
長
に
２
月
25

日
付
で
就
任
。
本
社

栃
木

県
。
ス
プ
リ
ン
グ
・
金
型
治

工
具
の
製
造
販
売
業
。

校
友
会
情
報

専
修
大
学
法
曹
会
主
催

無
料
法
律
相
談
会

　
校
友
会
職
域
支
部
の
専
修

大
学
法
曹
会
が
主
催
す
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」（
後

援

校
友
会
、
今
村
法
律
研

究
室
）
の
開
催
予
定
は
次
の

通
り
。
感
染
防
止
の
た
め
、

今
年
度
は
電
話
相
談
と
な
り

ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

【
日
程
】
５
月
16
、
30
日
▽

６
月
13
、
27
日
▽
７
月
11
日

▽
９
月
13
日
▽
10
月
11
日
▽

11
月
15
日
▽
12
月
13
日
▽
２

０
２
３
年
１
月
17
日
▽
２
月

14
日
▽
３
月
14
日

【
時
間
】
１
回
30
分
程
度
。

①
午
後
４
時
〜
②
午
後
５
時

〜
の
２
枠
※
予
約
時
間
に
、

相
談
者
ご
本
人
が
電
話
を
お

か
け
く
だ
さ
い

【
電
話
】
今
村
記
念
法
律
事

出発前オリエンテーションで留学の

心得を伝えたフリックマン准教授

国コミュ・異文化コミュニケーション学科

３
年
次
生
が
初
の
海
外
研
修
留
学
へ

自己紹介を行う学生たち

務
所
03
・
３
２
６
４
・
１
７

２
１

手
だ
と
表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
増
え
る
こ
と
な
ど
を

報
告
し
た
。

　
語
源
を
調
査
し
た
相
澤
春

花
さ
ん
（
文
４
）
は
、「
文

化
も
言
葉
も
異
な
る
他
者
と

一
つ
の
事
を
考
え
な
が
ら
進

め
る
の
は
、
と
て
も
良
い
経

験
だ
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

プ
ー
ラ
大
学
の
ド
ー
ラ
・
プ

ラ
ニ
ニ
ッ
チ
さ
ん
は
、「
ま

る
で
日
本
の
大
学
に
少
し
だ

け
通
っ
た
よ
う
な
雰
囲
気
だ

っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
プ
ー
ラ
大
学
の
教
員
、
イ

レ
ー
ナ
・
ス
ル
ダ
ノ
ヴ
ィ
ッ

チ
氏
は
、「
学
生
た
ち
の
研
究

成
果
を
見
る
と
、
本
科
目
が

最
初
に
想
定
し
て
い
た
目
標

を
大
き
く
超
え
た
と
言
え

る
」
と
評
価
。
専
修
大
学
側

の
窓
口
と
な
っ
た
丸
山
岳
彦

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
教
授
は「
時
間
・
空
間
・

言
語
の
壁
を
越
え
、
立
派
な

研
究
成
果
を
上
げ
た
経
験
を

誇
り
に
し
て
ほ
し
い
」
と
総

括
し
た
。

共同研究を行った日本とクロアチアの学生

日
本
語
学
科
生

ク
ロ
ア
チ
ア
の
学
生
と
共
同
研
究

　
２
０
２
２
年
度
中
期
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
前
期
）
に
英
語
コ
ー
ス
15

人
、
ド
イ
ツ
語
コ
ー
ス
１
人
が
留
学

す
る
。
３
月
15
日
と
31
日
、
留
学
許

可
書
が
渡
さ
れ
た
。
３
年
ぶ
り
の
留

学
再
開
と
な
り
、
奥
村
経
世
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
長
が
「
夢
を
持
つ
こ
と

が
大
事
。
自
分
が
立
て
た
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励
し

た
。
留
学
先
と
派
遣
期
間
、
氏
名
、

学
部
学
年
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
英
語
コ
ー
ス
】
オ
レ
ゴ
ン
大
学

（
米
国
、
３
月
23
日
〜
８
月
28
日
）
西

拓
海（
経
済
３
）大
森
柾
人（
商
３
）菅

谷
有
佑（
商
３
）藤
田
み
な
み（
文
３
）

篠
田
里
穂
子（
文
２
）
羽
田
夕
海（
国

コ
ミ
ュ
３
）▼
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学（
カ

ナ
ダ
、４
月
16
日
〜
７
月
18
日
）佐
藤

彩（
法
３
）峰
下
天
音（
法
３
）筒
井
鞠

名（
経
営
３
）増
田
葵（
文
４
）須
賀
千

陽（
文
４
）石
渡
恵（
文
３
）伊
藤
早
紀

（
文
３
）小
倉
羽
琉
花（
文
３
）土
屋
元

（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）

【
ド
イ
ツ
語
コ
ー
ス
】
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
大
学（
独
、
３
月
30
日
〜
８
月
１

日
）
吉
田
夏
妃（
経
済
３
）

22年度中期留学プログラム（前期）
３年ぶりに再開　16人に許可書

都合により
写真は掲載
致しません




